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八端 塞 シ血シ腸草不ト 書究 ノV
五ニヲン清タ内唖ス 9：で 「
予告 痩設」「 Jレへ開。フ. v 十 ア





















































































































































貸験例 第一例 第二例 第三伊J 第四例 第五．例
飽重 8.1託 7.8廷 11.2庖 14.4延 11.3庖
j性 ♀ 色 色 0 0 
閉塞前 40 45 40 30 30 
第2日 40 45 45 35 30 











寅験例 第一例 第二例 第三例
億重 13.6延 9.2Jt王 11.1庖
性 ♀ 0 0 
閉塞前 40 30 45 
第2日 60 50 50 





犬番務 第一例 第二例 第三例
燈重 12.2庖 6.75庖 7.8砥
性 0 平 平
閉塞前 40 40 45 
第28 40 45 
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貸験例 第一例 第二例 第三例
惚 重 5.8庖 6.5庖 6.2庖
性 ♀ 0 色
閉塞前 35 35 35 
第 2 日 35 35 
~ 4 日 35 35 
第 6 日 35 35 
~ 8 日 35 35 




















































































































1霊験例 第一例 第二例 第三伊j
億 重 8.7庖 7.8庖 6.1庖
性 平 ♀ 0 
手術前 ー 35 45 40 
第 1 日 35 45 45 
第 2 日 45 45 45 
第 3 日 50 45 55 
第 4 日 ;45 45 























T工験例 第一例 第二例 第三例
惚 重 6.0庇 4.9延 5.8活
性 ♀ ♀ ♀ 
閉塞前 35 30 30 
第 2 日 35 30 30 
第 4 日 35 30 30 
第 6 日 30 
第 8 日 25 





























































































惚 重 4.!lXf 6.2庖 6.2庖
性 色 色・8
閉塞前 35 30 30 
第 2 日 35 30 30 
第 4 日 35 30 30 
第 6 日 40 30 30 
第 8 日 25 25 
第 10日 25 25 
第 12日 25 25 
第 14日 25 25 






賞験例 第一例 第二例 第三例
値 重 7.5延 6.0庖 6.8庖
性 ♀ ♀ (, 
閉塞前 35 35 35 
~ 2 日 35 35 30 
第 4 日 35 30 
第 6 日 40 25 
第 8 日 25 
第 10日 25 
第四日 25 
第 14日 25 
第 16日 25 
第 18日 25 


































































穏 重 10.0庖 4.7延
性 ♀ ~ 
閉塞 前 35 35 
第 2 日 40 35 
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